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Ⅴ．功労賞，学会賞，奨励賞の選考結果について 

Ⅵ．役員の改選について 



Ⅰ．2015年度事業報告（案） 

（2014 年 11 月 1 日から 2015 年 10 月 31 日） 

会員の移動 

名誉会長 名誉会員 正会員 賛助会員 

年度始   1   9 804 15 社    16 口 

入会 68 0 社   0 口 

退会 56 2 社   2 口 

年度末   1   9   816 13 社     14 口 

（2015 年 10 月 31 日現在） 

1．表彰関係 

1）功労賞を樋口徹会員、学会賞を南保泰雄会員、奨励賞を高須正規会員に授

与した。 

2）第 27 回学術集会において、最優秀発表賞 1 題（北岡祐会員）および優秀

発表賞 4 題（日高修平会員・宮原志穂璃会員・福田一平会員・幸田郁代会

員）を表彰した。 

2．会議関係 

1）定時総会 1 回 14/12/2 東京大学弥生講堂一条ホール 

2）理事会 1 回 14/12/1 東京大学農学部 3 号館 

3）評議員会 1 回 14/12/1 東京大学農学部 3 号館 

4）常任理事会 5 回 14/11/12  JRA 競走馬総合研究所（第 1 回） 

15/ 2/25  JRA 浅草場外（第 2 回） 

15/ 7/17  JRA 浅草場外（第 3 回） 

15/ 8/15  電子会議（臨時） 

15/ 8/26  電子会議（臨時） 

5）業務監査 1 回 14/11/12  JRA 競走馬総合研究所 

6）編集委員会 3 回 14/12/ 2  東京大学農学部 3 号館（JES） 

15/ 1/19  アイペック（JES） 

15/ 3/11  馬の博物館（ﾋﾎﾟﾌｧｲﾙ） 

7）国際委員会 1 回 15/ 4/1 電子会議 

8）学術委員会 2 回 14/12/4 電子会議 

15/10/1 電子会議 

9）臨床委員会 1 回 14/12/1 アブルボア東京大学 

10）各種表彰者選考委員会 1 回 15/ 7/17  JRA 浅草場外 

11）役員および評議員候補者選考委員会 

1 回 15/ 7/17  JRA 浅草場外 
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3．出版関係 

1）学術雑誌の発刊・配布 

Journal Equine Science (JES) Vol. 25, No.4、Vol.26, No.1~3 および

Hippophile No.59~62 を発刊し、会員に配布した。 

2）“馬の科学”誌の配布 

JRA 競走馬総合研究所から“馬の科学”51 巻 4 号、52 巻 1 号～3 号の寄

贈を受け、会員に配布した。 

3）馬用語集の配布 

新規会員に配布した。 

4．学術集会関係 

1）第 27 回学術集会 

日 程：2014 年 12 月 1 日・12 月 2 日 

場 所：東京大学 弥生講堂・農学部 3 号館教授会室 

内 容：一般講演（44 演題）（参加者 408 名：会員 297 名・非会員 111 名） 

特別講演（1 演題） 

演 題：ウマの心理とコミュニケーション 

座 長：坂本浩治（JRA 競馬学校） 

講演者：持田裕之（D-J RANCH） 

2）臨床委員会 

(1) 症例検討会 

日 程：2014 年 12 月 2 日 

場 所：東京大学 農学部 3 号館教授会室 

テーマ：蹄疾患（獣医師と装蹄師のコラボレーション） 

座 長：桑野睦敏（JRA 競走馬総合研究所）

コメンテーター：Dr. Scott Morrison 

（Rood and Riddle Equine Hospital, U.S.A.） 

パネラー：大村昂也（JRA 栗東トレーニング・センター） 

竹田信之（JRA 美浦トレーニング・センター） 

髭 景二（装蹄総合研究所／乗馬クラブクレイン） 

齋藤重彰（大和高原動物診療所／乗馬クラブクレイン） 

田中弘祐（JBBA） 

(2) 招待講演 

日 程：2014 年 12 月 2 日 

場 所：東京大学 弥生講堂（一条ホール） 

演 題：蹄葉炎への限りなき挑戦 
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－蹄病専門医（Podiatrist）による蹄葉炎治療－ 

座 長：桑野睦敏（JRA 競走馬総合研究所）

講演者：Dr. Scott Morrison 

   （Rood and Riddle Equine Hospital, U.S.A.） 

(3) 臨床セミナー 

日 程：2014 年 12 月 3 日 

場 所：JRA 馬事公苑診療所 

内 容：Dr. Scott Morrison による講演および装蹄実習 

日 程：2014 年 12 月 4 日 

場 所：日本軽種馬協会軽種馬生産技術総合研修センター 

内 容：Dr. Scott Morrison による講演、症例検討会および装蹄実習 

日 程：2015 年 9 月 6 日 

場 所：日本軽種馬協会軽種馬生産技術総合研修センター 

内 容：Dr. Mama (Colorado State Univ., U.S.A.) & Dr. Steffey (UC Davis, 

U.S.A.) による講演および症例検討会 

日 程：2015 年 9 月 8 日 

場 所：JRA 美浦トレーニング・センター競走馬診療所 

内 容：Dr. Mama & Dr. Steffey による講演および麻酔実習 

3）共催講演 

平成 26 年度日本獣医師会獣医学術学会年次大会（岡山） 

共催シンポジウム 

日 程：2015 年 2 月 15 日 

場 所：岡山コンベンションセンター 

共 催：日本産業動物獣医学会 

テーマ：馬の獣医学 ～現状の課題そして展望～ 

座 長：田谷一善（東京農工大学）・安斉 了（JRA 馬事部） 

講演者：安斉 了（JRA 馬事部） 

天谷友彦（大和高原動物診療所） 

樋口 徹（日高農済家畜診療センター） 

西山浩生（三重県獣医師会） 

三角一浩（鹿児島大学） 

4）後援 
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エンデュランスホースのナチュラル・フーフ・ケアセミナー 

（裸蹄管理セミナー） 

日 程：2015 年 10 月 27 日・10 月 28 日 

場 所：東京農業大学グリーンアカデミーホール 

主 催：フリーダム・ライディング・クラブ（FRC） 

講 師：ジェレミー・フォード氏（オーストラリア政府認定削蹄コース主任講師） 

ジェニー・クリングリー氏（削蹄師・裸蹄のエンデュランスライダー） 

コーディネータ：田中雅文（FRC 代表・裸蹄のエンデュランスライダー） 

5．国際関係 

桑原国際担当常任理事を 2015 年 10 月 7 日〜10 日にメキシコ合衆国（グア

ダラハラ）で開催された 14th WEVA（世界馬獣医師会議）に派遣した。 

6．広報関係 

ホームページのリニューアル準備作業を行った。 
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　（2014年11月1日から2015年10月31日まで）

1．一般会計

1）収入の部  
予算額 決算額 対予算額

大科目 中科目 (円） (円） (増.減△)
会費収入 4,772,000 4,357,000 △ 415,000  

正会員会費収入　    　① 3,972,000 3,757,000 △ 215,000  
賛助会員会費収入　　  ② 800,000 600,000 △ 200,000  

880,000 1,331,000 451,000
学術集会参加費収入　　③ 880,000 1,331,000 451,000  

賛助金収入 2,650,000 2,650,000 0
日本中央競馬会　　　　　　　 2,500,000 2,500,000 0  
地方競馬全国協会　　　　　 150,000 150,000 0  

寄付金収入 10,000 0 △ 10,000
寄付金収入　　　　　　　　　　 10,000 0 △ 10,000  

雑収入 710,307 681,763 △ 28,544
広告料 400,000 423,360 23,360 　
著者負担金 300,000 66,000 △ 234,000 　
預金利子 307 403 96 　
その他 10,000 192,000 182,000  

9,022,307 9,019,763 △ 2,544

前年度繰越金収入 3,250,864 3,250,864 0
繰越金 3,250,864 3,250,864 0  

12,273,171 12,270,627 △ 2,544 　
(A) 　

②11社12口×50,000円＝600,000円

　
　

③会員243人×3,000円＝729,000円、会員外111人×5,000円＝555,000円、学生47人×1,000円＝47,000円

①国内750人×5,000円＝3,750,000円 、海外 1人×7,000円＝7,000円

Ⅱ．2015年度収支決算（案）

勘定科目

学術集会参加費収入

年間収入合計

収入合計
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2）支出の部
予算額 決算額 対予算額

大科目 中科目 (円） (円） (増.減△)
管理費支出 2,170,000 1,712,531 △ 457,469

旅費交通費 400,000 285,180 △ 114,820
消耗品費 50,000 36,394 △ 13,606
人件費 800,000 752,470 △ 47,530 　
印刷費 60,000 41,796 △ 18,204
広報費 450,000 350,000 △ 100,000
謝金 50,000 0 △ 50,000
会議費 60,000 59,021 △ 979
通信連絡費 150,000 101,270 △ 48,730 　
備品費 150,000 86,400 △ 63,600

出版刊行事業費支出 6,780,000 6,339,132 △ 440,868
印刷製本費 5,200,000 5,267,316 67,316
通信運搬費 650,000 552,556 △ 97,444
編集費 500,000 357,060 △ 142,940
会議費 80,000 19,800 △ 60,200
原稿料 300,000 142,400 △ 157,600
翻訳料 50,000 0 △ 50,000

学術集会事業費支出 1,650,000 1,134,552 △ 515,448
講師交通費 200,000 152,240 △ 47,760
大会開催費 900,000 628,740 △ 271,260
旅費交通費 50,000 20,260 △ 29,740
印刷費 350,000 265,140 △ 84,860
通信運搬費 150,000 68,172 △ 81,828

表彰特別会計繰入金支出 200,000 200,000 0
表彰特別会計繰入金 200,000 200,000 0

国際特別会計繰入金支出 100,000 0 △ 100,000
国際特別会計繰入金 100,000 0 △ 100,000

臨床特別会計繰入金支出 0 0 0
臨床特別会計繰入金 0 0 0

雑費 100,000 972 △ 99,028
雑費 100,000 972 △ 99,028

予備費 1,273,171 0 △ 1,273,171
予備費 1,273,171 0 △ 1,273,171

支出合計 12,273,171 9,387,187 △ 2,885,984
(B)

3）収支差額
収入金額(A） 12,270,627

－支出金額(B） 9,387,187
収支差額(C） 2,883,440 ⇒次年度へ繰越

次年度への繰越金 2,883,440
－　前年度からの繰越金 3,250,864

単年度収支 -367,424

勘定科目
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1）収入の部
予算額 決算額 対予算額

大科目 中科目 (円） (円） (増.減△)
繰入金収入 200,000 200,000 0

一般会計からの繰入金収入 200,000 200,000 0
雑収入 306 254 △ 52

預金利子 306 254 △ 52
前年度繰越金収入 1,870,138 1,870,138 0

繰越金 1,870,138 1,870,138 0
2,070,444 2,070,392 △ 52

(Ａ）
山野浩一会員寄贈100万円（1990年）鍋谷博敏会員寄贈100万円（2009年）

2）支出の部
予算額 決算額 対予算額

大科目 中科目 (円） (円） (増.減△)
事業費支出 806,000 759,344 △ 46,656

褒賞費 200,000 263,600 63,600
学会賞副賞費 100,000 68,120 △ 31,880
功労賞副賞費 100,000 76,760 △ 23,240
会議費 20,000 0 △ 20,000
旅費交通費 25,000 0 △ 25,000
通信費 3,000 864 △ 2,136
消耗品費 5,000 0 △ 5,000
雑費 3,000 0 △ 3,000
ホームページリニューアル費 350,000 350,000 0

予備費 1,264,444 0 △ 1,264,444
予備費 1,264,444 0 △ 1,264,444

2,070,444 759,344 △ 1,311,100
(Ｂ）

3)収支差額
収入金額(A） 2,070,392

－支出金額(B） 759,344
収支差額(C） 1,311,048 ⇒次年度へ繰越

次年度への繰越金 1,311,048
－　前年度からの繰越金 1,870,138

単年度収支 -559,090

勘定科目

支出合計

2．表彰特別会計

勘定科目

収入合計
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3．国際特別会計

1）収入の部
予算額 決算額 対予算額

大科目 中科目 (円） (円） (増.減△)
繰入金収入 100,000 0 △ 100,000

一般会計からの繰入金 100,000 0 △ 100,000
雑収入 700 562 △ 138

預金利子 700 562 △ 138
前年度繰越金収入 3,511,699 3,511,699 0

繰越金 3,511,699 3,511,699 0
収入合計 3,612,399 3,512,261 △ 100,138

(Ａ）

2）支出の部
予算額 決算額 対予算額

大科目 中科目 (円） (円） (増.減△)
事業費支出 1,100,000 582,588 △ 517,412

国際会議派遣支援費 500,000 232,588 △ 267,412
国際学会対応費 250,000 0 △ 250,000
国際学術交流促進費 0 0 0
ホームページリニューアル費 350,000 350,000 0

予備費 2,512,399 0 △ 2,512,399
予備費 2,512,399 △ 2,512,399

支出合計 3,612,399 582,588 △ 3,029,811
（B）

3）収支差額
収入金額(A） 3,512,261

－支出金額(B） 582,588
収支差額(C） 2,929,673 ⇒次年度へ繰越

次年度への繰越金 2,929,673
－　前年度からの繰越金 3,511,699

単年度収支 -582,026

勘定科目

勘定科目
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4．臨床特別会計
 

1）収入の部
予算額 決算額 対予算額

大科目 中科目 (円） (円） (増.減△)
繰入金収入 0 0 0

一般会計からの繰入金 0 0 0
雑収入 3,600,354 2,782,139 △ 818,215

協賛金 3,600,000 2,672,806 △ 927,194
セミナー参加費 109,000
預金利子 354 333 △ 21

前年度繰越金収入 3,651,516 3,651,516 0
繰越金 3,651,516 3,651,516 0

収入合計 7,251,870 6,433,655 △ 818,215
(Ａ）

2）支出の部
予算額 決算額 対予算額

大科目 中科目 (円） (円） (増.減△)
事業費支出 3,950,000 3,499,131 △ 450,869

講師交通費 500,000 218,900 △ 281,100
大会開催費 3,000,000 2,854,091 △ 145,909
旅費交通費 0 0 0
印刷費 50,000 67,392 17,392
通信運搬費 50,000 8,748 △ 41,252
ホームページリニューアル費 350,000 350,000 0

予備費 3,301,870 0 △ 3,301,870
予備費 3,301,870 0 △ 3,301,870

支出合計 7,251,870 3,499,131 △ 3,752,739
（B）

3）収支差額
収入金額(A） 6,433,655

－支出金額(B） 3,499,131
収支差額(C） 2,934,524 ⇒次年度へ繰越

次年度への繰越金 2,934,524
－　前年度からの繰越金 3,651,516

単年度収支 -716,992

勘定科目

勘定科目
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Ⅲ．2016年度事業計画（案） 

（2015年 11月 1日から 2016年 10月 31日まで） 

1．表彰関係 

各賞の表彰および選考を行う。 

2．会議関係 

1）定時総会 1回 

2）理事会 1回 

3）評議員会 1回 

4）常任理事会 3回 

5）業務監査 1回 

6）編集委員会 2回 

7）国際委員会 1回 

8）学術委員会 2回 

9）臨床委員会 1回 

10）各種表彰者選考委員会 1回 

3．出版関係 

1）学術雑誌の発刊・配布 

Journal Equine Science (JES) Vol. 26, No.4、Vol.27, No.1~3 および

Hippophile No.63~66を発刊し、会員に配布する。 

2）“馬の科学”誌の配布 

JRA競走馬総合研究所から“馬の科学”52巻 4号、53巻 1号～3号の寄

贈を受け、会員に配布する。 

3）馬用語集の配布 

新規会員に配布する。 

4．学術集会関係 

1）第 28回学術集会 

日 程：2015年 11月 30日・12月 1日 

場 所：東京大学 弥生講堂・農学部 3号館教授会室 

内 容：一般講演（36演題） 

特別講演（1演題） 

演 題：韓国における馬文化の現状と展望 

－ 韓国在来馬（チョランマル）の保護活動と韓国馬文化の発展 － 
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座 長：南保泰雄（帯広畜産大学） 

講演者：康 珉秀（済州大学校） 

奨励賞受賞講演（1演題） 

演 題：生物ならびに文化の多様性を担う日本在来馬の保全に

関する研究 

講演者：高須正規（岐阜大学） 

学会賞受賞講演（2演題） 

演 題：ウマのゲノム解析および遺伝学的研究 

講演者：戸崎晃明（競走馬理化学研究所） 

演 題：生産地で応用可能な馬の繁殖性向上技術に関する研究 

講演者：南保泰雄（帯広畜産大学） 

2）臨床委員会 

シンポジウム 

日 程：2015年 12月 1日 

場 所：東京大学 弥生講堂（一条ホール） 

テーマ：ウマ獣医療における抗菌薬療法 

座 長：帆保誠二（鹿児島大学） 

基調講演：人における抗菌薬の使い方・考え方 

森澤雄司（自治医科大学附属病院） 

パネラー：木下優太（JRA競走馬総合研究所栃木支所） 

黒田泰輔（JRA競走馬総合研究所） 

石原章和（麻布大学） 

井上裕士（イノウエ・ホース・クリニック） 

丹羽秀和（JRA競走馬総合研究所栃木支所） 

3）共催講演 

平成 27年度日本獣医師会獣医学術学会年次大会（秋田） 

共催シンポジウム 

日 程：2016年 2月 26日 

場 所：秋田アトリオン 

共 催：日本産業動物獣医学会 

テーマ：馬感染症の診断、治療及び予防の最新事情 

講演者：三角一浩（鹿児島大学） 

山中隆史（JRA競走馬総合研究所） 

丹羽秀和（JRA競走馬総合研究所） 

帆保誠二（鹿児島大学） 

5．国際関係 
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学術渡航支援事業として会員の海外渡航を支援する。 

6．広報関係 

リニューアルしたホームページの内容充実を図る。 

7．庶務関係 

1）事務局の移転 

JRA 競走馬総合研究所の移転に伴い、事務局を下野市（現 JRA 競走馬総

合研究所栃木支所）に移転する。 

2）会員情報の再登録 

リニューアルしたホームページより会員情報の再登録を行う。 

13
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　（2015年11月1日から2016年10月31日まで）

1．一般会計

1）収入の部
予算額 前年度予算額 対前年度

大科目 中科目 (円） (円） (増.減△）
会費収入 4,357,000 4,772,000 △ 415,000

正会員会費収入　　　　　　① 3,757,000 3,972,000 △ 215,000
賛助会員会費収入　　　　 ② 600,000 800,000 △ 200,000

学術集会参加費収入 880,000 880,000 0
学術集会参加費収入　　　③ 880,000 880,000 0

賛助金収入 2,650,000 2,650,000 0
日本中央競馬会     2,500,000 2,500,000 0
地方競馬全国協会 150,000 150,000 0

寄付金収入 10,000 10,000 0
寄付金収入 10,000 10,000 0

雑収入 600,300 710,307 △ 110,007
広告料 400,000 400,000 0
著者負担金 100,000 300,000 △ 200,000
預金利子 300 307 △ 7
その他 100,000 10,000 90,000

前年度繰越金収入 2,883,440 3,250,864 △ 367,424
繰越金 2,883,440 3,250,864 △ 367,424

11,380,740 12,273,171 △ 892,431
　

②11社12口×50,000円＝600,000円
③会員200人×3,000円＝600,000円、会員外50人×5,000円＝250,000円、学生30人×1,000円＝30,000円

Ⅳ．2016年度収支予算（案）

勘定科目

収入合計

①国内750人×5,000円＝3,750,000円 、海外 1人×7,000円＝7,000円
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2)支出の部
予算額 前年度予算額 対前年度

大科目 中科目 (円） (円） （増.減△）
管理費支出 1,750,000 2,170,000 △ 420,000

旅費交通費 400,000 400,000 0
消耗品費 50,000 50,000 0
人件費 800,000 800,000 0
印刷費 50,000 60,000 △ 10,000
広報費 100,000 450,000 △ 350,000
謝金 50,000 50,000 0
会議費 50,000 60,000 △ 10,000
通信連絡費 150,000 150,000 0
備品費 100,000 150,000 △ 50,000

出版刊行事業費支出 6,780,000 6,780,000 0
印刷製本費 5,500,000 5,200,000 300,000
通信運搬費 600,000 650,000 △ 50,000
編集費 400,000 500,000 △ 100,000
会議費 50,000 80,000 △ 30,000
原稿料 200,000 300,000 △ 100,000
翻訳料 30,000 50,000 △ 20,000

学術集会事業費支出 1,630,000 1,650,000 △ 20,000
講師交通費 300,000 200,000 100,000
大会開催費⇒大会開催費 930,000 900,000 △ 20,000
旅費交通費　（上記項目に統合） 50,000
印刷費 300,000 350,000 △ 50,000
通信運搬費 100,000 150,000 △ 50,000

表彰特別会計繰入金支出 200,000 200,000 0
表彰特別会計繰入金 200,000 200,000 0

国際特別会計繰入金支出 0 100,000 △ 100,000
国際特別会計繰入金 0 100,000 △ 100,000

臨床特別会計繰入金支出 0 0 0
臨床特別会計繰入金 0 0 0

雑費 50,000 100,000 △ 50,000
雑費 50,000 100,000 △ 50,000

予備費 970,740 1,273,171 △ 302,431
予備費 970,740 1,273,171 △ 302,431

支出合計 11,380,740 12,273,171 △ 892,431

勘定科目
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1）収入の部
予算額 前年度予算額 対前年度

大科目 中科目 (円) (円） （増.減△）
繰入金収入 200,000 200,000 0

一般会計からの繰入金 200,000 200,000 0
雑収入 200 306 △ 106

預金利子 200 306 △ 106
前年度繰越金収入 1,311,048 1,870,138 △ 559,090

繰越金 1,311,048 1,870,138 △ 559,090
収入合計 1,511,248 2,070,444 △ 559,196
山野浩一会員寄贈100万円(1990年）鍋谷博敏会員寄贈100万円(2009年）

2）支出の部
予算額 前年度予算額 対前年度

大科目 中科目 （円） （円） （増.減△）
事業費支出 450,000 806,000 △ 356,000

褒賞費 150,000 200,000 △ 50,000
学会賞副賞費⇒褒賞副賞費 250,000 100,000 50,000
功労賞副賞費 100,000
会議費　　　　　⇒その他諸費 50,000 20,000 △ 6,000
旅費交通費 25,000
通信費 3,000
消耗品費 5,000
雑費 3,000
ホームページリニューアル費 350,000 △ 350,000

予備費 1,061,248 1,264,444 △ 203,196
予備費 1,061,248 1,264,444 △ 203,196

支出合計 1,511,248 2,070,444 △ 559,196

2．表彰特別会計

　　　　　　　　　　　　　　　勘定科目

勘定科目
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1）収入の部
予算額 前年度予算額 対前年度

大科目 中科目 (円） （円） （増.減△）
繰入金収入 0 100,000 △ 100,000

一般会計からの繰入金 0 100,000 △ 100,000
雑収入 500 700 △ 200

預金利子 500 700 △ 200
前年度繰越金収入 2,929,673 3,511,699 △ 582,026

繰越金 2,929,673 3,511,699 △ 582,026
収入合計 2,930,173 3,612,399 △ 682,226

2）支出の部
予算額 前年度予算額 対前年度

大科目 中科目 (円） (円） （増.減△）
事業費支出 500,000 1,100,000 △ 600,000

国際会議派遣支援費 500,000 500,000 0
国際学会対応費 0 250,000 △ 250,000
国際学術交流促進費 0 0
ホームページリニューアル費 350,000 △ 350,000

予備費 2,430,173 2,512,399 △ 82,226
予備費 2,430,173 2,512,399 △ 82,226

支出合計 2,930,173 3,612,399 △ 682,226

勘定科目

3．国際特別会計

勘定科目

18



4．臨床特別会計
 

1）収入の部  
予算額 前年度予算額 対前年度

大科目 中科目 (円） （円） （増.減△）
繰入金収入 0 0 0

一般会計からの繰入金 0 0 0
雑収入 2,600,350 3,600,354 △ 1,000,004

協賛金⇒企業展示収入 2,600,000 3,600,000 △ 1,000,000
セミナー参加費 0
預金利子 350 354 △ 4

前年度繰越金収入 2,934,524 3,651,516 △ 716,992
繰越金 2,934,524 3,651,516 △ 716,992

収入合計 5,534,874 7,251,870 △ 1,716,996

2）支出の部
予算額 前年度予算額 対前年度

大科目 中科目 (円） (円） （増.減△）
事業費支出 600,000 3,950,000 △ 3,350,000

講師交通費⇒セミナー開催費 500,000 500,000 △ 3,000,000
大会開催費 3,000,000
旅費交通費 0
印刷費 50,000 50,000 0
通信運搬費 50,000 50,000 0
ホームページリニューアル費 350,000 △ 350,000

予備費 4,934,874 3,301,870 1,633,004
予備費 4,934,874 3,301,870 1,633,004

支出合計 5,534,874 7,251,870 △ 1,716,996

勘定科目

勘定科目
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Ⅴ．功労賞、学会賞、奨励賞の選考結果について 

1. 功労賞について

2015年 7月 17日 

日本ウマ科学会会長 

青木 修 殿  

功労賞選考委員会 

委員長 田谷一善 

2016年度日本ウマ科学会功労賞受賞候補者の選考結果について 

本年度の功労賞候補者の募集を行ったところ、1件の推薦がありました。本学会の規程に

基づき選考委員会において審査を行った結果、局博一会員が受賞に相応しい候補者に決ま

りましたのでご報告致します。 

記 

受賞候補者：局 博一 会員 

選考理由：局会員は、昭和 54 年に東京大学大学院農学系研究科の博士課程を修了した後、

環境庁国立公害研究所（現、国立環境研究所）を経て、昭和 63年からは東京大学助教授及

び教授として学生の教育・研究指導を行うとともに、主研究指導教員として多数の博士の

学位取得者を育成してきました。 

専門とする呼吸生理学の分野では、上気道における種々の受容器を同定するとともにそ

の機能特性を明らかにしてきており、その成果は世界的にも高く評価されています。研究

領域は実験動物を使用した呼吸生理学に止まらず、環境省との共同研究としてディーゼル

排ガスの循環系を中心としたヒトへの生体影響に関する研究や、ウマの呼吸機能や運動機

能に関する研究も精力的に行ってきました。さらに、ヒトと動物の関係学的視点から科学

的データに基づく乗馬を利用した障害者に対する動物介在療法の確立に向けた研究も実施

し成果を上げています。 

日本ウマ科学会においては、学会の柱として重要な機関紙（JES）の編集委員長を長年に

わたって務めるとともに、編集担当常任理事として JES のみならずヒポファイルの編集を

通してウマ文化の普及活動や啓蒙に務められ、学会の発展に多大な貢献をされました。 

以上の業績は、ウマ科学の発展に顕著な貢献をするとともに本会の学術活動にも極めて

高い功績があったと認められることから、功労賞受賞候補者に選考しました。 
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2. 学会賞について

2015年 7月 17日 

日本ウマ科学会会長 

青木 修 殿  

学会賞選考委員会 

委員長 田谷一善 

2016年度日本ウマ科学会学会賞受賞候補者の選考結果について 

本年度の学会賞候補者の募集を行ったところ、1件の推薦がありました。本学会の規程に

基づき選考委員会において審査を行った結果、平賀敦会員が受賞に相応しい候補者に決ま

りましたのでご報告致します。 

記 

受賞候補者：平賀 敦 会員（JRA競走馬総合研究所） 

受賞課題：競走馬の運動生理学に関する研究 

選考理由：平賀会員は、競走馬の運動生理学分野、特に運動中の呼吸循環機能の研究に取

り組んできました。同氏らが構築した呼吸フローシステムを用いて運動中の酸素摂取量な

どを測定するとともに、動脈血および静脈血の血液ガス分析を同時に行うことで、心拍出

量や 1 回拍出量を算出することが可能となり、運動中の呼吸循環機能を詳細に評価するこ

とができるようになりました。これらの指標を、サラブレッド競走馬のトレーニング法・

坂路調教法・ウォーミングアップ法・運動性肺出血などの研究において測定し、研究成果

をあげてきました。JRA 内における研究とともに国内研究機関との共同研究も数多く行わ

れており、これらの研究から得られた成績は、日本ウマ科学会の学術集会や学術誌におい

て数多く公表されています。また、現在までに我が国で行われた馬の運動生理学研究や心

電図研究の歴史に関する総説の執筆にも精力的に取り組んでいます。 

 得られた研究成績は、同氏が国際委員を務めている国際ウマ運動生理学会議（ICEEP：

International Conference on Equine Exercise Physiology）においても発表されるととも

に、国際学術雑誌にも多くの論文として掲載されています。また、その研究成果は、学会

や学術雑誌において公表されるだけではなく、講演会・シンポジウム・雑誌メディア・映

像メディアなどを通じて、競馬サークル内外に広く普及されています。さらに一部の成果

は、日本ウマ科学会編「競走馬ハンドブック」にも記載され、多くの競馬関係者が活用す

るに至っています。 

 以上の業績は、ウマ科学の発展に顕著な貢献をするとともに本会の学会活動にも極めて

高い功績があったと認められることから、学会賞受賞候補者に選考しました。 
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3. 奨励賞について

2015年 7月 17日 

日本ウマ科学会会長 

青木 修 殿  

奨励賞選考委員会 

委員長 田谷一善 

2016年度日本ウマ科学会奨励賞受賞候補者の選考結果について 

本年度の奨励賞候補者の募集を行ったところ、1件の推薦がありました。本学会の規程に

基づき選考委員会において審査を行った結果、北岡祐会員が受賞に相応しい候補者に決ま

りましたのでご報告致します。 

記 

受賞候補者：北岡 祐 会員（東京大学大学院総合文化研究科） 

受賞課題：サラブレッドのエネルギー代謝に関する研究 

選考理由：北岡会員は、運動生理学、特に乳酸代謝に関する研究に携わる若手研究者です。

北岡会員が研究を進めている乳酸は、単なる疲労物質ではなく、骨格筋にとってエネルギ

ー源であると言われています。その乳酸を代謝の面から深く研究し、乳酸トランスポータ

ー（MCT）の存在を提唱して最先端の数々の成果を挙げています。さらに、研究対象とし

てサラブレッドを選択し、サラブレッドは、運動時に多くの乳酸が産出されるが、その乳

酸代謝は運動パフォーマンスに大きな影響を与える可能性を明らかにし、科学論文として

公表しています。これらのサラブレッドのMCTに関する研究は、本会の学術集会で数回に

わたり発表しています。昨年度はその発表が評価され、最優秀発表賞を受賞しました。 

以上の業績は、ウマ科学の発展に顕著な貢献をするとともに本会の学術活動にも極めて

高い功績があったと認められることから、奨励賞受賞候補者に選考しました。 
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Ⅵ．役員の改選について 

2015年 7月 17日 

日本ウマ科学会会長 

青木 修 殿  

日本ウマ科学会役員および評議員候補者選考委員会 

委員長 間 弘子 

次期役員および評議員候補者の選考結果について 

2015 年 7 月 17 日に日本ウマ科学会役員および評議員候補者選考委員会を開催し、別紙

の通り 2016-2017 年度役員、評議員、その他委員会委員候補者を選考しましたので、報告

します。 
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役職名 担当 氏  名 所  属 　

会長 青木　修 日本装削蹄協会調査役  

副会長  田谷一善 東京農工大学名誉教授

（2） 松村富夫 JRA競走馬総合研究所長

常任理事 庶務 間　弘子 　 JRA競走馬総合研究所企画調整室長

（5） 会計 半澤　惠 東京農業大学教授

編集 兼務 田谷一善 　 東京農工大学名誉教授

学術 石田信繁 JRA競走馬総合研究所企画調整室

国際 桑原正貴 東京大学教授 　

広報 鎌田正信 元JRA参与 　

臨床 兼務 青木　修 日本装削蹄協会調査役

理事 　 天谷友彦 大和高原動物診療所院長

（12） 　 上田　毅 全国公営競馬獣医師協会会長

　 柏村文郎 帯広畜産大学教授

　 川嶋　舟 東京農業大学講師 　

　 楠瀬　良 日本装削蹄協会常務理事

　 黒澤雅彦 競走馬理化学研究所常務理事

　 近藤誠司 北海道大学特認教授

　 佐々木直樹 帯広畜産大学准教授

　　 中西信吾 日本軽種馬協会静内種馬場場長

平賀　敦 JRA日高育成牧場場長

山野辺　啓 （新） JRA馬事部長

　 和田隆一 （新） 元JRA競走馬総合研究所所長

監事 武田純太郎 競走馬理化学研究所常務理事

（2） 三浦信義 元競走馬理化学研究所

評議員 　 相川貴志 （新） 地方競馬全国協会公正部

（28） 石原章和 麻布大学講師

伊藤克己 （新） 日高軽種馬農業協同組合診療事業部長

伊藤　幹 JRA馬事部獣医課長

　 今原照之 前日本装削蹄協会会長

上野儀治 JRA美浦トレーニング・センター競走馬診療所長

　 草薙公一 日本生物科学研究所常務理事

倉田孝之 伯楽会事務局長

小山秀一 日本獣医生命科学大学教授

佐藤直樹 日高地区農業共済組合家畜部長

　 柴田眞美 文化学園大学教授

　 末崎真澄 馬事文化財団馬の博物館理事

　 髙井伸二 北里大学教授

　 田上正明 社台ホースクリニック所長

　 田口　清 酪農学園大学教授

　 田中秀俊 田中動物病院長

　 中西　有 JRA栗東トレーニング・センター競走馬診療所長

　 南保泰雄 帯広畜産大学教授

　 沼田恭子 特定非営利活動法人引退馬協会代表

　 樋口　徹 日高地区農業共済組合家畜診療センター長

　 帆保誠二 鹿児島大学教授

　 本城敬文 中央競馬馬主相互会（JRA競走部上席調査役より出向）

　 三浦暁子 エッセイスト

　 三角一浩 鹿児島大学教授

　 村瀬哲磨 岐阜大学教授

　 森　達也 日本装削蹄協会調査役

山下大輔 日本馬事協会専門役

　 山谷吉樹 日本大学教授

　 　  　   

　1．2016-2017年度 日本ウマ科学会役員名簿（案）
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委員長 田谷一善 　 　 　

編集委員長 田谷一善 　 兼務 編集委員長 楠瀬　良

主幹委員 安斉　了 　 　　　　　　　　　　　　　　 編集委員 相川貴志

高橋敏之 石田信繁

編集委員 青木　修 　 近藤誠司

朝井　洋 　 　 　 末崎真澄

大澤健司 （新） 杉本篤信

笠嶋快周 　 関　正喜

　 片山芳也 永井富美子

　 河合正人 　 沼田恭子

菊池元宏 　 三浦暁子

　 草野寛一 守谷　久

桑原正貴 　 山口洋史 　

小山秀一 　 山野浩一 　

　 近藤誠司 　

佐々木直樹 　

竹花一成 　

　 戸崎晃明 　

永田俊一 （新）

　 南保泰雄 　

　 二宮　茂

　 丹羽秀和

樋口　徹

平賀　敦 　

帆保誠二

　 前田　健

　 松田浩珍

　 三角一浩

　 三宅　武

　 村瀬哲磨 　

山中隆史

　 和田信也 （新）

委員長 青木　修 委員長 桑原正貴

　 主幹委員 佐々木直樹 委員 間　弘子

 　 上野儀治 石原章和

委員 姉崎　亮 黒澤雅彦

天谷友彦 南保泰雄

　 石原章和 　

　 伊藤　幹

井上裕士

　 上田　毅

牛屋重人 委員長 石田信繁

　 笠嶋快周 　　　　　　 委員 　 間　弘子

加藤智弘 　 　 大村　一

草野寛一 　 黒澤雅彦

小林光紀 　 桑野睦敏

敷地光盛 　 近藤高志

　 田上正明 　 佐々木直樹

中西信吾 （新） 佐藤文夫

　 南保泰雄 　 末崎真澄

樋口　徹 　 半澤　恵

藤江晴彦 　 　 山口洋史

前田昌也 （新）

三角一浩

森　達也

山谷吉樹 （新）

学術委員会

　2．2016-2017年度 日本ウマ科学会　各種委員会委員名簿（案）

編集委員会

　　　　　　　　　　JES Hippophile

臨床委員会 国際委員会
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